
（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00068

事務事業名称 文化・芸術の振興 款 03 項 01 目 02 事業 001 整理番号 073

現担当課名 文化・交流課 係名 文化振興担当係 3782 074

既定事業

事業開始 実行計画事業 目標 05 02

上位施策No・施策名 30 文化・芸術の振興 予算事業区分

主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和元年度
文化・交流課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）

施策 30 計画事業 01

区民、文化・芸術団体 根拠
法令
等

（１） 杉並区と日本フィルハーモニー交響楽団との相互協力に
関する覚書

（２） 杉並区後援名義等の使用承認事務取扱要綱

○区民が優れた文化・芸術に触れる機会が増えるととも
に、区民の主体的・創造的な文化・芸術活動が活発であ
る。

指標名（１） 日本フィルとの友好提携事業の実施回数

指標説明

指標名（２） 後援・共催名義使用承認事業実施件数

指標説明
○日本フィルハーモニー交響楽団友好提携事業、区
民ギャラリーの活用（企画展や区民貸出し）等を中
心とした文化・芸術事業を実施する。
○区民や団体が行う文化・芸術活動の支援、後援、
共催等を実施する。

指標名（１）
日本フィルとの友好提携事業の参加者数

指標説明

指標名（２）
後援・共催により実施した事業の参加者数

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 38 38 38 38 36 32 94.7 90.2

活動指標（２） 2 件 74 70 78 70 85 60 121.4

成果指標（１） 3 人 12,419 14,000 12,775 14,000 9,967 12,000 71.2

成果指標（２） 4 人 273,952 250,000 270,355 250,000 223,595 210,000 89.4

事業費 5 千円 62,525 62,029 56,695 60,631 54,719 60,847
特記事項

0 0 0

12,983

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 18,567 14,462 13,859 12,175 10,756

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 3.14 3.00 2.99 3.00 3.21 3.00

上記以外の職員 9 人 3.00 4.00 3.50 3.00 3.00 3.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 26,976 25,773 25,194 25,278 27,985 26,154

上記以外の職員 11 千円 8,832 11,776 10,812 9,267 9,240 9,240

総事業費
12 千円 98,333 99,578 92,701 95,176 91,944 96,241

単位当たりコスト
13 円 2,587,711 2,620,474 2,439,500 2,504,632 2,554,000 3,007,531

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 98,333 99,578 92,701 95,176 91,944 96,241

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 073

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

日本フィルとの友好提携事業の実施 36 回 17,102

杉並公会堂利用料の支出（延べ日数） 62 日 11,149

文化・芸術活動への助成 18 件 8,427

その他（ 情報紙の発行ほか ） 18,041

事業実績

　日本フィルハーモニー交響楽団との友好提携に基づき、日本フィル、杉並公会堂、区の3者による
実行委員会形式の演奏会「日本フィル杉並公会堂シリーズ」を4回、そのほか、公開リハーサルを4回
、学校への出張音楽教室を9回開催するなど計36回の演奏会等を実施しました。
　文化・芸術活動への助成については、文化芸術活動事業11件、企画提案事業5件、大会等参加支援
事業2件に助成しました。また、令和3年度に延期となった東京2020オリンピック・パラリンピック競
技大会の気運醸成に向けた「和文化を国内外に発信するアート展」などの事業展開を図りました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

　文化・芸術情報誌「コミュかる」を平成24年5月より発行し、区内の文化・芸術に関する情報や杉
並公会堂、座・高円寺でのイベント情報などを区民に提供するとともに、区民が優れた文化・芸術に
親しめる機会や環境を整えてきました。
　日本フィルハーモニー交響楽団との友好提携（平成6年度）に基づき、杉並公会堂におけるコンサ
ートや区役所ロビーコンサートなどの提携事業を行い、毎回多くの区民に文化・芸術に親しむ機会を
提供してきました。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　文化・芸術を取り巻く社会環境の変化を機敏に捉え、文化・芸術活動を実施する区内施設及び区内
で活動する事業者を支援することを通じて、区民等が安心して文化・芸術を楽しむことができる環境
を安定的に確保します。
　また、平成6年から友好提携関係にある日本フィルハーモニー交響楽団においては、新型コロナウ
イルス感染症の影響により、新しい生活様式における観賞を模索しながら、友好提携関係を維持し、
区内での多彩な音楽活動の支援、区民が身近なところで質の高い文化に触れる機会を創ります。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　これまで、提携事業は多くの来場者で賑わってきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受
けて、日本フィルハーモニー交響楽団の3月の2公演が中止となり、提携事業の実施計画に影響を受け
ました。
　文化・芸術活動を意欲的に行っている区民が年々増加しており、令和元年度においても後援・共催
名義使用承認事業実施件数は、計画（目標値）を超えています。

評価と課題

　令和元年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、3月以降、日本フィルハーモニー交響
楽団の一部の公演が中止となりましたが、今後は、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、区民
が安心、安全に文化・芸術に触れる環境を維持できるよう、提携事業を実施していきます。
　また、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会は令和3年度に延期となりましたが、子ど
も向けの伝統芸能イベントや和文化を国内外に発信するアート展を継続して実施する等、実現可能な
文化プログラムを実施していきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　文化・芸術活動に触れる機会が、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて停滞したため、文化・
芸術への感度の高い区民が活動を再開できるよう、文化・芸術に親しめる環境を維持します。
　また、区民が文化・芸術に親しむことができる機会の創出を目指し、日本フィルハーモニー交響楽
団との友好提携事業や、文化・芸術活動に関する情報の収集・発信を効果的に行うため、アーカイブ
映像や文化・芸術情報紙「コミュかる」を積極的に活用します。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00073

事務事業名称 杉並芸術会館の維持管理 款 03 項 01 目 03 事業 003 整理番号 078

現担当課名 文化・交流課 係名 文化振興担当係 3782 079

既定事業

事業開始 平成15年度

上位施策No・施策名 30 文化・芸術の振興 予算事業区分

令和元年度
文化・交流課 事業評価区分 一般

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
文化・芸術活動を行う区民及び関係団体等 根拠

法令
等

（１） 杉並区立杉並芸術会館条例

（２） 杉並区立杉並芸術会館条例施行規則

○演劇、舞踊等の舞台芸術の創造及び発信並びに区民の
文化活動の拠点として、芸術文化の振興を図る。
○区民との協働により施設を運営し、地域の賑わいの創
出など、地域の振興を図る。

指標名（１） ホール(座・高円寺2、阿波おどりホール)の
貸出し回数＝稼働可能数

指標説明

指標名（２） 芸術文化普及振興事業の実施延べ回数

指標説明
○協定に基づく指定管理業務を実施する。
○芸術監督を設置し、芸術文化普及振興事業を計画
・実施する。
○運営懇談会にて、芸術文化普及振興事業や施設の
運営管理についての評価意見を求める。

指標名（１）
ホール利用率

指標説明 ホール(座・高円寺2、阿波おどりホール)の総利用数÷
稼働可能数

指標名（２）
芸術文化普及振興事業への参加者数

指標説明 公演事業の年間延べ観客動員数+教育的事業への年間延
べ参加人数

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 2,012 2,010 2,004 2,010 1,859 1,675 92.5 98.3

活動指標（２） 2 回 476 550 434 550 411 458 74.7

成果指標（１） 3 ％ 83 80 82 80 79 67 98.8

成果指標（２） 4 人 64,000 80,000 62,000 80,000 60,000 67,000 75.0

事業費 5 千円 303,429 350,570 344,278 338,248 332,469 350,137
特記事項

0 0 0

310,019

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 286,383 328,649 328,343 309,973 329,488

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 1.55 1.50 1.09 1.50 1.11 1.50

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.50 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 13,316 12,887 9,184 12,639 9,677 13,077

上記以外の職員 11 千円 0 0 1,545 0 0 0

総事業費
12 千円 316,745 363,457 355,007 350,887 342,146 363,214

単位当たりコスト
13 円 157,428 180,824 177,149 174,571 184,048 216,844

((12-6)÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 316,745 363,457 355,007 350,887 342,146 363,214

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)



IP27PAA2

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 078

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

管理運営委託（指定管理者） 1 館 309,373

芸術監督報酬の支出 12 月 4,200

運営懇談会開催 3 回 263

施設管理 12 月 2,786

その他（ 地域協議会開催、備品購入ほか ） 15,847

事業実績

　芸術監督の監修のもと年間を通じて様々な芸術文化普及振興事業を実施しています。令和元年度は
、誰もが気軽に足を運ぶことができる「広場」のような劇場というコンセプトのもと、大人から子ど
もまで楽しめる作品の充実を図りました。
　指定管理制度により、芸術文化普及振興事業の充実並びに施設の適正な運営及び管理を図ることを
目的として、運営懇談会を開催し、これまでの実施・運営状況について広く意見を求めました。

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

【来館者数】平成21年度：215,780人　平成29年度：195,703人　平成30年度：190,582人　令和元年
度：175,394人
　指定管理者の主催提携事業を実施する座・高円寺1や、区民等が演劇等を行う座・高円寺2、阿波お
どり利用を優先した阿波おどりホール等を有し、多くの人々が集い、新しい時代の個性的な芸術文化
施設として、地域住民や区内他地域、文化・芸術に携わる関係者から高い関心と期待が持たれていま
す。また指定管理者は、高円寺4大祭りへの会場提供等の運営協力を行い、高円寺地域に密着した劇
場として高円寺地域の賑わいの創出に大きく寄与しています。

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

　開館以降、座・高円寺2及び阿波おどりホールの利用率は平均80％程度で推移しており、地域住民
や文化・芸術に携わる関係者からの高い需要が伺えます。文化・芸術を取り巻く社会環境の変化を機
敏に捉え、引き続き地域に根差すとともに、コロナ禍における新しい生活様式に対応し、区民等が安
心して利用や鑑賞できる施設を目指していきます。
　杉並芸術会館は令和2年度に、令和3年度からの次期指定管理者を選定します。令和4年度からは次
の10年に向けた新たな基本構想の策定が予定されていることから、文化・芸術を取り巻く環境の変化
を機敏に捉え、杉並芸術会館を起点とした更なる芸術文化普及振興の発展に取り組んでいきます。

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

　座・高円寺2及び阿波おどりホールの利用率は、令和元年12月までは平成30年度を上回るペースで
推移していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、令和2年3月は、ホールの利用がで
きなくなったこと、春休みライブコンサートなどの芸術文化普及振興事業が中止となったことから、
計画を達成できませんでした。
　今後も新型コロナウイルス感染症の影響により、ホール利用数の減少や芸術文化普及振興事業の縮
小、中止も懸念されますが、感染症対策を講じつつ、区民等が安心して利用できるホール運営と演劇
・舞踊等の優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供に取り組んでいきます。

評価と課題

　令和元年度は、指定管理者が持つノウハウを活用し、多世代の方が幅広く楽しめるよう、芸術文化
普及振興事業の内容の充実を図るとともに、地元商店街との協力関係のもとに、毎月１回、地域の食
文化を発信する「座の市」を開催し、高円寺地域のにぎわいの創出に大きく寄与しました。また、演
劇ワークショップの実施、小中学生による舞台芸術の職場体験等を令和元年度は7校109名（平成30年
度は6校102名）で実施する等、文化・芸術活動の拠点として成長しています。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

予算の方向性の理由・
内容

　地域に根差した文化・芸術活動の拠点として、本施設ならではの良質で多彩な事業を区民等に提供
していくため　国の「文化芸術創造拠点形成事業」補助金等を引き続き活用していきます。
　また令和3年度から、新たな指定管理期間が開始されますが、開館以降、高水準で推移している座
・高円寺2及び阿波おどりホールの利用率や、地域住民や文化・芸術に携わる関係者からの高い需要
に応えることができるよう、指定管理者の創意工夫を生かした事業運営を継承していきます。



（ ）

連絡先 昨年度
電話番号 整理番号

担当課名

対象

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 活動指標

活動内容（事務事業の内容、やり方、手段）

成果指標

(5+10+11)

令和 2年度 杉並区事務事業評価表（１） 00075

事務事業名称 杉並公会堂（ＰＦＩ事業） 款 03 項 01 目 04 事業 001 整理番号 080

現担当課名 文化・交流課 係名 文化振興担当係 3782 081

投資事業

事業開始 平成18年度

上位施策No・施策名 30 文化・芸術の振興 予算事業区分

令和元年度
文化・交流課 事業評価区分 施設維持管理

令和元年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
区民、文化・芸術団体 根拠

法令
等

（１） 民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関
する法律

（２） 杉並公会堂改築並びに維持管理及び運営事業契約書

○区民への良質な文化芸術を鑑賞できる機会の提供など
とともに、区民自らの文化・芸術活動を気軽に行える場
とする。

指標名（１） 自主事業実施回数

指標説明

指標名（２） ホール・スタジオ等の利用件数

指標説明
○区民の文化・芸術活動を始めとした多様な活動場
所の提供と、杉並の文化の発信拠点となる杉並公会
堂を民間の資金や能力を活用したＰＦＩ手法により
運営する。
○公演など自主事業を行うほか、区民が気軽に利用
できるように、ホールやスタジオ等の貸し出し事業
を実施する。

指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費・コスト把握（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
区分 単位

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和元年度 令和元年度

実績 計画 実績
計画

(目標値)
実績 計画 対計画比(%)

予算執行率
(%)

活動指標（１） 1 回 33 38 28 38 24 32 63.2 100.0

活動指標（２） 2 件 23,992 25,000 23,761 25,000 22,430 21,000 89.7

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

事業費 5 千円 785,523 809,939 790,106 807,932 807,761 823,357
特記事項

0 0 0

803,082

（内）投資的経費等 6 千円 0 0 0

（内）委託費 7 千円 785,523 809,939 790,106 802,911 823,357

職
員
数

常勤職員数（再任用含） 8 人 0.52 0.50 0.63 0.50 0.60 0.50

上記以外の職員 9 人 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人
件
費

常勤職員分（再任用含） 10 千円 4,467 4,296 5,308 4,213 5,231 4,359

上記以外の職員 11 千円 0 0 0 0 0 0

総事業費
12 千円 789,990 814,235 795,414 812,145 812,992 827,716

単位当たりコスト
13 円 23,939,091 21,427,237 28,407,643 21,372,237 33,874,667 25,866,125

(12÷1)

財
源

受益者負担分 14 千円 0 0 0 0 0 0

国からの補助金等 15 千円 0 0 0 0 0 0

都からの補助金等 16 千円 0 0 0 0 0 0

その他の補助金等 17 千円 0 0 0 0 0 0

特定財源計
18 千円 0 0 0 0 0 0

(14+15+16+17)

差引：一般財源
19 千円 789,990 814,235 795,414 812,145 812,992 827,716

(12-18)

受益者負担比率
20 ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

(14÷12)
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令和 2年度 杉並区事務事業評価表（２）

令和元年度　事業実施状況（Ｄｏ） 整理番号 080

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

施設サービス購入 2 回 367,784

維持管理・運営サービス購入 4 回 435,086

その他（ 事業連絡会開催ほか ） 4,891

事業実績

　PFI事業として杉並公会堂の施設利用、維持管理・運営を円滑に行うため、施設サービス購入料を
2回、維持管理・運営サービス購入料を4回支出しました。
　また、区、日本フィル及び公会堂の三者の実行委員会方式による協働事業である日本フィル杉並公
会堂シリーズを4回行うなど、計24回の自主公演を行いましたが、2月以降、新型コロナウイルス感染
の影響により、自主事業数やホールの利用回数が減少しました。

手段・方法の見直し（改善）

令和元年度　評価と課題（Ｃｈｅｃｋ）

事業開始当初から現在
までの環境の変化と
事業に対する意見（期
待・要望・苦情等）

事業の今後（3～5年）
の予測と方向性

計画（目標値）に対す
る実績
（指標の分析等）

予算の方向性の理由・
内容

　杉並公会堂は、PFI事業を活用して約33年間（平成15年～令和18年）に渡り、PFI杉並公会堂株式会
社と「杉並公会堂改築並びに維持管理及び運営事業契約書」を締結しています。
　PFI事業導入の効果として、区が設計・建設・運営・維持管理を一括して特定事業者に委ねること
により、区が直接行う場合に比べ財政支出を抑制することができます。
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、新しい生活様式の導入により、自主事業収入等の減も
懸念されますが、今後も安定的な運営を行えるよう事業者との連携を図っていきます。

評価と課題

　区民が気軽に安心して杉並公会堂を利用できるようアンケートを実施しています。アンケート結果
として、譜面台の数を増やして欲しい、椅子を取り換えて欲しいといった、利用者目線でいただいた
ご意見について、施設利用の改善を図りました。
　令和2年度以降は、新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ、杉並の文化拠点として、多くの区
民が優れた文化・芸術に触れる機会を提供するとともに、区民の文化・芸術活動のために、安心、安
全に利用出来る環境を目指し、引き続き杉並公会堂と連絡調整を綿密に行っていきます。

令和 3年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
予算の方向性
（見直しの視点）

　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

　Ⅱ.事業の改善の方向性


